取扱説明書 

癌晶モニター 

本マニュアルをよくお読みの上で装置を操作して〈ださい。また、 
後で参照できるように、本マニュアルを保管してください。 

液晶モニタモデル 

IPS226V 

IPS236V 


www.lq.com 



使用上のま意 


本製品は、お客様のま全を第一に考えて設計し製造されておりますが、間 
違った使い方をすると感電したり火災を発生させる危険性があります。 

ま全のため、な下設置、使用、サービスについての基本的な注意事項を必 
ず守ってください。 


使用上のを意 


電源コード味必ず本製品付属のものを使用してください。別の電源コードを使用 
する場合は、販売店に問い合わせるか、または国内基準を满たしている製品である 
かを蠕?、してください。電源コードに不具合がある場合味六一力一または当社力 
スタマー七ンター icii 絡し、交換してください。 

本機器(よ電源プラグ'を遮断漂置として使用しておりまず。設置した後、コン七ント 
のホ友き差しが問題なくできるかどうかを確認してくださし、。 

アース接続(がず、主電源プラグを主電爛こつなぐ前に巧ってください。又、アー 
ス接続を外す場合味必ず主電源、プラグを主電獻から切り離してから巧って下さい。 

本ディスプレイを使用するに当たっては、この取扱説明書のイ±衞こ記載されている 
電源、またはディスプレイに記載されている電源を使用してください。使用してい 
る載原のタイプがわからなし順合味当社カスタマーセンターにお問し^合わせくだ 
さい。 

一つのコン七ントにその容量を超える数の電気製品を接続すると危険です。 

また、傷んだコードや破損したプラグも危隙です。このような雷原コードは感電や 
火災を起こす危険性があるので、「修理に関するご案内」力ードに掲載されているサ 
-ビス七ンターにし、刻奠してください。 

本体がコン七ントロま続されているとき(も本体の電源、スイッチを切っても、電源 
は接続於働ぶっています。 

ディスプレイは絶対に分解しなし、でください。 

■ディスプレイの内部には手を触れないでください。 

■ディスプレイの内部には、電源を切っているときでも筒埃な高電圧が流れています。 

■ ディスプレイが正常に動作しなし腸合は、販売店または当社カスタマーセンターへ 
ご相談ください。 

事故防止のために、な下の注意事項を守ってください。 

■ しっかりと固定できる場合を除き、ディスプレイは平らな場所に設置してください。 

■ スタンドは必ずメーカーが推奨するものをお使いください。 

■製品の上に物を落としたり、製品に衝撃を与えたりしないでください。画面に物を 
投げないでください。怪我故障、破損の原因になります。 


火災その他の危険を防ぐために、な下の注意事項を守ってください。 

■ディスプレイを使用している部屋をしばらく空ける場合には、必ずディスプレイの 
電源を切ってください。決してディスプレイの電源をオンにしたまま留守にしない 
でください 

■ ディスプレイのキャビネットの通風孔から中に物を落としたり押し込んだりしない 
でください。内部には危険な高電風《流れている部品があります。 

■このディスプレイ用に韻十されている部品 Lu 外は使わないでください。 

■ 長期間にわたってディスプレイを使用せず ( di 女置する場合は、コンセントから雷原 
プラグを抜し巧:おいてください。 

■雷が鳴っていたり稲妻が光っている間は、雷原コードや信号ケーブルロよ、絶細こ 
触れないでください。感電する可能性があり、が常に危険です。 




使用上のま意 


設置上の注意 

電源コードの上に物を置いたり、電源コードを踏んだりしないようにしてくださし、。 
また、電源コードが楓具しやすし^場所にはディスプレイを設置しないでください。 

ミ谷室、洗面所、台所の流し、能！機のそば、プールのそばなど、湿気の多し\*§所で 
はディスプレイを使用しないでください。 

ディスプレイのキヤビネットロよ通風孔があり、使用中に発生した熱を逃がすよう 
に設計されています。この通風孔をふさぐと、熱がたまって故障したり、火災の原 
因となる危険性があります。な下の注意事項(よ必ずお守りください。 

■ディスプレイをベッドやソファー、力ーペットなどの上に置いて、下部の通風孔を 
ふさがないでください。 

■適切な通風が滿呆できないビルトインタイプのラックには、ディスプレイを置かな 
いでください。 

■巧などで通風孔を覆ったりしないでください。 

■ 暖房器具や諫原の上または近くには、ディスプレイを献ゾよいでください。 

機器を水滴のかかる場所に動ゾよいでください。 

水の入った物、花瓶などを艦の上に献ゾよいでください。 

アクティブマトリックス LCD を堅い物で拭いたり、叩いたりしないでください。 
アクティブマトリックス LCD に傷がイ寸いたり、破損したりする場合があります。 

LCD 画面に指を強く押 U 寸けたりしないでください。残像が生じる原因(ぶる場を 
があります。 

画面に赤色、緑色、または青色の点が表示される場合があります。これは、ドット 
落ちによるもので、製品の性肯目には影響しません。 

推奨する解像度をご使用になると、 LCD 画面(撮高の画質が得られます。觀する 
解像度をご使用 1 C なると、画像の大きさなどが誰蔭されて表示される場合があ 
ります。これ(も固定解像度の LCD パネルが持つ特粗こよるものです。 

動きのない画像を長時間表示したままにすると、画面が損傷し、励象の焼き付きが 
生じる可能性がありまず。ディスプレイでは必ずスクリーン七ーバーを使用してく 
ださい。このは、他の製造元による製品でも同様に生じることがあり、製品保 
証の巧象にはなりません。 

スクリーンの前面や側面を金属で傷つけたり、衝撃を与えたりしないでください。 
傷をつけたり衝撃を与えたりずると、スクリーンが禍員ずる恐れがありまず。 

パネルが前向きになっていることを確認し、両手で持ちながら動かしてください。 
製品を落下させると、製品が楓具し、感電や火災の原因となる場合があります。 
修理をご希望の場合(も当社サービス七ンターまたはカスタマーセンター 
まで、 ご相談ください。 

高温-高湿は避けてください。 

ユーザーがグ□ッシーべゼルディスプレイを使用するときに、置かれる位置によっ 
て、表面が周囲の光を反身寸するにより生じた傷害を注意してください。 


〇 





使用上のま意 


お手入れのしかた 

■パネル面の南れを取るとき口ま、ディスプレイの雷原コードを撼、てください。 

■ディスプレイを拭くときは、軽く湿らせた什分(冰気を切つた)布で掀、てください。 
スプレー式の洗浄液を直接パネル面にかきかけたりしないでください。液をかけす 
ぎると、感電する可能性がちります。 

■製品のお手入れをずるとき(も電源、コードをおき、傷を防ぐため、やわらかい巧 
で拭いてください。お手入れのときには、ぬれた布を使用しないでください。ま 
た、嘯器の水または他の液体を製品に雜吹きかけないでください。觀ずる 
ことがあります。（ベンゼン、ペイント用のシンナー、アルコール等の化学薬品を 
使用しないでください） 

■柔らかし、布 ICtK を2〜4回吹き付け、フレーム前面をおいてくださし、。一方向のみ 
におくようにしてください。水分が多ずぎると、シミの原因となります。 



再栖包 

■外箱と個ち础よ、ディスプレイを輸送するときに必要になりますので、捨てないでく 
ださい。ディスプレイを別の場所へ輸送するとき口よ、購入時の外箱と姻包材を使用 
して徊包しなおしてください。 

ま全に)«するために 

■ 本製品を一般の家庭ゴミといっしよに願しないでください。 

■本製品の藤は、お住まいの地域の法令に従ってください。 


〇 























付属品 


-ご購入いただいたディスプレイに、下記の付属品が含まれているか、 

ご確認ください。不足しているものがある場合には、販売店までご連 
絡ください。 


词 

ューザーズガイド/ 15-ピン D - sub 信号ケーブル 

ユ—ザ—ズカ—ド （設定を行うためじ、出荷前にこ 

のケーブルが製品に接続されてい 
ることがあります。） 





電源コード AC - DC ァダプター 



DV 卜 D 信号ケーブル 


ネジ 


ま意 

-付属品は上図と異なる場合があります。 

■ ディスプレイの規格遵守には、フェライトコア付き信号インターフェースシールドケー 
ブル （ D - SUB 15 ピンケーブル DVI - D ケーブル）を使用する必要があります。 


〇 











設置準備 


■ディスプレイを設定する前に、ディスプレイ、コンピューター、 
およびその化の付属装置の電源がオフになっていることを確認 
してください。 

□□□□□□□□□□□□□□ 

1•□日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日 □□ □ 



2.□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 



3•□日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日 □□ □ 

4•□日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日□回 



重要 

■□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

DDDDDDDDDDDDDDD 

■□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

DDDDDDDDDDDDD 


巧 










設置準備 


■ディスプレイを設置する前に、ディスプレイ、コンピューター、および 
その他の周辺^の雷原がオフになっていることを確認して下さい。 

ディスプレイの設置 

ディスプレイを取り付け後、下に示すように角度を調節してください。 

* スタンド台付き 

最も快適に使用できるようにディスプレイの位置を調節します。 

■ 傾斜角度：- 5-1 5度 


-5° 15。 



A 


■ ディスプレイの角度を調整するときに 
スクリーン [ cS ちれたり押したりしないで 
ください。 

■ ディスプレイの角度を調整する際に味デ 
ィスプレイの上部とスタンド本体との間に 
指を挟み込まないようにご注意ください。 
指を傷つけるなど、けがの原因となります。 


Q 




人間工学上の注意 

■ スタンド台付きの場合ディスプレイの傾斜角商よ- 5 -15度ですが、人間工学的にも快 
適な使用のためにも、デイスプレイのか歲斗角度が5度をこえないようにすることをお勧め 
します。 


〇 

















ディスプレイの擦席 


パソコン /AV 機器との接続 

1. ディスプレイを設定ずる前に、ディスプレイ、コンピューター、その他の J 赫^ 
機器の雷原がオフになっていることを顧?、してくださし、。 

2. 信号ケー ブルけ、 電;原ケー乃レ 0 の順に撫^し、信号ケーブルのねじを締め 
まず(図を参照)。 

〇 DVI-D (デジタ言号）ケ-カレを接続 
〇 D-Sub ヴナログ信号）ケータレを接続 
@ HDMI ケーブルを接続 


AV 機器 

(七ットトップボックス、 
CVD、 ビデオ、ビデオゲ 
ムコンソール） 0 


t PC への接結!よき酣応 I 



守亨 

■ この図は、ディスプレイの背面を簡単に表しています。 

■ この図は、^勺なモデルを表しており、ご使用のディスプ 
レイとは異なる場合があります。 



信号入カケー 
ブルを接続し、 
図の矢印のホ 
向にネジを締 
めてください。 


へッドホン/イヤホン 


〇 





























六ィスプレイの接続 


パソコンへの 

义ディスプレイの前面にあるスイッチパネルの雷原ボタンを押して、雷原をオン 
にします。ディスプレイの電源が入ると‘自動画像設定機能’が実行されます。 
(D - Sub 入力のみ） 



最適画面設定中 


ごち青 

■ 「自動画像設定機能」とは？：この機能はオプションのディスプレイ設定:を提供します。 
ディスプレイを初めて接続したときに、この機能が自動的[或作して個々の入力信号[コ芯 
じた^のオプション設走:にディスプレイを調節します。 

■「 AUTO 機能」とは？：デバイスの使用中あるいは画面の解像度被更後に画面や文字 
州まやけたり、画面がちらついたり、歪んだりするなどの問題が生じたら、この 「 AUTO 」 
ボタンを押すと解像度が改善されます。 


〇 










コントロールパネルの機能 


フロントパネ vfKD コント ロール 



〇 FMENUJ ボタン く OSD の□ック/□ック解除> 

この機能により現在のコント O - JUD 設定を□ックで 
きるため、不注意に変更してしまうことがなくなりま 
す。 

MENU がニュ ー) ボタンを数秒間巧し続けます 。 "OSD 
□ック" （ OSD が □ ックされてし^ます）という;^ッ七ージ 
が表示されます。 

MENU がニュ ー) ボタンを数秒間巧し続けると、□ック 
を解除できます。その際に " OSD □ック解除’’ （ OSD が 
アンロックされています)という;< ッ七ージが表示され 
ます。 





rSMART+J ボタン[オリジナル画面比]、[デュアルウェブ]、[シネマモ 
—ド]モードに入るには、このボタンを使用します。 
詳細については、19〜20ページを参照してください。 


@ FMODEJ ボタン 詳細については、 21〜22 ページを参照してくださ 



〇 























ントロールパネルの機能 


0 AUTO ボタン く自動画像調整> 

表示設定をする場合(夫まず AUTO ボタンを押 
してから、オンスクリーンディスプレイを起動して 
ください。 （ D - Sub 入力のみ） 

これにより、表示画像が現をの画面解像屬ディスプ 
レイモード)に合う最適な設定に自動調整されます。 


最良の表示モード(よな下の設定です。 

IPS226V/IPS236V :1920 x 1080 


@ INPUT ボタン 
^ SOURCE (ソース) 
ホット- キー 


このボタンで入カソースを選択します。 


二つな上の入力信号がモニタに接続されている場 
合、ご希望の入力信号 （ D - Sub / DVI / HDMI ) を選定 
できます。一つだけの信号が接続されている場合、 
自動的に検出されます。初期設定値は 「 D - Sub 」 で 
す。 


@ EXIT ボタン 0 SD ;< ニューが消'えます。 


み 電源ボタンと 
電源インジ 
ケ-夕- 


このボタン(もディスプレイの電源のオン/オフに 
使用しまず。 


ディスプレイが正常に動作しているとき(オンモード)、 
雷原インジケーターは青色に点巧しています。スリー 
プモード(省エネ)のときは青色が点滅します。 


⑩ 












オンスクリーンディスプレイ ( OSD ) による調整 


画面の調整 


ディスプレイの画像の大きさ、位置、動作パラ^—夕一の調整は、 
オンスクリーンディスプレイ ( OSD ) を操作して、すばやく簡単に行う 
ことができます。 iU 下に OSD の各操作について説明します。次項 ];I 
降の表は、 OSD を使用して実行できる選択と調整について簡単に表 
しています。 


OSD による調劃よ、次の手順で行います。 



Q いずれかのボタンを押すと OSD メインメニューが表示されます。 

Q 調整•類したいメこュ-を飄^します。 

n 調整-変更したいサブメニューを選択し ◄ ► ボタンで操作します。他 
■■ のサブ メニュー 項目の選択は t ボタンを押して巧います。 

D EXIT ボタンを押すと OSD 操イ乍を終了します。 


の 















































オンスクリーンディスプレイ （ OSD ) による選択と調整 


次の表は、 OSD を使用して実行できる調整、変更、および設定のメニュ ー 
を簡単に表したものです。 


"货 

化ん" ■ 


D-SUB (アナ□グ信号）入力 
防 /! "D (デジタル信号）入力 
HDMI 入力 



の 




















オンスクリーンディスプレイ ( OSD ) による選択と調整 



注意 

■ アイコンのリ脈は、モデルによって異なります (12 〜22ぺージ)。 


⑩ 

























オンスクリーンディスプレイ ( OSD ) による選択と調整 


■■- OSD による選択と調整の手順について説明します。前ぺージの表に示 
した各項目のメニュー名、アイコンは次の図のように表示されます。 



MONITOR SETUP 

目 日^^国 圆 




- EXIT 


終了 


ボタン 
の説明 



調節(減少/増加） 

サブ/ニュー選が 

他のサブ;^ニューの選択に 
戻ります 


注意 

■ディスプレイ上に表示される OSD メニュ ー0 言謡ん本ユーザーズガイドの焉己と異なる 
ことか衣リます。 


の 
































































オンスクリーンディスプレイ ( OSD ) による選択と調整 




PICTURE 



■ Exit :終了 
■◄:減少 
■►:増加 

■ ▼ :サブ/ニュー選が 

■ t :他のサブメニューの還尺 


明るさ 

コントラスト 

面質 

BLACK 

LEVEL 


に戻ります 


画面の明るさを蔭します。 

画面のコントラストを蔭します。 

画面の鮮明度を IB 蔭しまず。 

オフ七ットの水準を設定します。「高」 
を選択ずると画面が明るくなり、「倾 
を選択すると画面は暗くなります。 
( HDM 趴力のみ） 

* オフ七ットとは？映像信号の基準で、 
ディスプレイが表示できる最も暗 L 、画面 
です。 


巧 



















オンスクリーンディスプレイ ( OSD ) による選択と調整 



m かラ- 


プリ七ツトモ ー [^ 


MENU ►カラー 

蹲 - 131 □ I ‘咱 I 蠻 




色温度 プリセットまたはモードを選択して 

画面の色を調整します。 


プリ七ット 色温度のプリ七ット値を選がします。 

.WARM :画面色を暖色に設定します。 
•MEDIUM :画面色を中間色に設定し 
ホす 

• COOL : 画面色を寒色に設をします。 




6 色相環 

6色（ホ、緑、青、シアン、マゼンダ、 
イエロー)の 色相と彩度を、 ューザーの 
お好みに合わせて設定:し、保存します。 

备相 

画面の色相を調整します。 

色飽巧度 

画面上の色のシャープさを調整します。 
彩度を低くすると色は明るくぼやけ、 
彩度を高くすると色はくっきり濃くな 
ります。 


ホ 

個別に赤色レベルを設定します。 

緑 

個別に緑色レベルを設定します。 
個別に青色レベルを設定します。 


□ロロ 


感 色相 
© 色飽和度 




GAMMA 1.8/2.0/2. 2/2 .4/2.6 でガンマ値を調 

整します。ディスプレイの表示画像は、 
高ガンマ値に設定:すると薄く、低ガン 
マ値に設定:すると濃くなります。 


_ カラー 色設定:を現在の入力装置の工場出荷時 

リ七ット 設定:にリ七ットします。 

■ Exit :終了 
■◄:減少 
■►:増加 

■▼:サブ六ニュー選択 

■ t :他のサブ六ニューの選巧に戻ります 


⑩ 









































































オンスクリーンディスプレイ ( OSD ) による選択と調整 



図 まホ 


MENU ► 表示 


ipqlO 



水 

平 

画像を左右 ( cSW させまず。 

垂 

直 

画像を上下に移動させます。 

周波数 

画面のバックグラウンドに表示できる 


@ 口 


1024X768 60Hz 


終了 



ノェーズ 


サブ六ニュー 
選択 

:他のサブメニューの還尺 


すべての垂直バーまたは垂直ストライ 
プを最小化します。水平画面のサイズ 
も変更されまず。 

画面の焦点を調整します。この機能味 
水平ノイズを取り除いて、文字励象を 
鮮明にします。 


に戻ります OVERSCAN HDMIA 力で DTV タイミングの出力画 

像範囲を»= 尺します。 


( HDMI 入力のみ） 

AV 機器を接続ずる際に (かーバース 
キャン機能を推奨します。 


誦 ボリューム 



ボリューム 


ヘッドホン/イヤホンのボリユームを 
調整します。 （ HDMITO ^ のみ） 


■ Exit :終了 

■ ◄ :ダウン 
■►:アップ 
■■咬：ミュート 

■ t :他のサブメニューの選択に戻ります 


巧 





































オンスクリーンディスプレイ （ OSD ) による選択と調整 



が その他 



■ Exit : 終了 
■イ ：減少 
■►:増加 

■ ▼ :サブメニユー選択 

■ t :他のサブメニユーの 

週がこ戻ります 


言語 だュ-ををまをする賺還択しま 


電源インこの觀目は、ディスプレイの前面にあ 
ジケーターる電源インジケーターのオン、オフを 
切り換えまず。 

オフに設定すると、電源インジケータ 
-は消灯し、オンに設定すると、点灯 
しまず。 


ホワイト ビデオ■力ード出力が本製品の仕様と 
バランス異なる場合、ビデオ信号に歪みが生じ 
てカラー"レベルが低ドする可能性が 
ありまず。この機肯目を用いると、ビデ 
才■力ードが積準出カレベルに合うよ 
うに信号レベルが調節され、最適画像 
が得られまず。 

スクリーンに白色や黒色が出る場合(よ、 
この目を動作させてください。 


リ七ットエ場出荷時の設定にすべて戻します。 

リ七ットするには、 ◄ ，►ボタンを押し 
ます。（「言語」は除く） 


ごち章 

■ この操作でスクリーンの励象の状態が改善しないときは、工場出荷時の初期設进こ戻して 
ください。必要に応じて、ホワイトバランス機能を再度実巧してください。入力信号が!> 
Sub 入力のときのみ、この機能が有効になります。 


⑩ 
















オンスクリーンディスプレイ ( OSD ) による選択と調整 


■■■ OSD による還尺と調整の手順について説明します。前ページの勃こ示 
した各項目のメニュー名、アイコンは次の図のように表示されます。 


MONITOR SETUP 


日日^^国 圆 



rSMART + j ボタンを押すと、下記のように OSD 画面が表示されます。 


ゾニュー名 - 


Smart + ►オリジナル画面比 



アイコン— 



_ サブメ 

ニユ- 


ワイド オリジナル 



■ EXIT :終了 


■ 移動 


■ t :他のサブ六ニユーの選択に戻 


ります 



ボタン 
の説明 


注意 

■ディスプレイ上に表示される OSD メニューの言語は、本ューザーズガイドの表記と異なる 
ことがあります。 


⑩ 









































オンスクリーンディスプレイ ( OSD ) による選択と調整 



SMART+ 


Smart+ ►オリジナル画面比 





オリジナル画面比 


画傲よ入力解像度を引き倆よ' して表示されま 
す。 

* この機能はインプット解像底がアスペクト比 
(16:9) よリイ氏い時に使用できます。 


* 下記の機能を利用するには、チめ Easy Set Packaoe 」 というプログラムをイン 
スト—ルして下さい。 


SMART+ 



デュアルウェブ 

■ デスクトップ1巧示されているウィンドウ 
を二画面にかけて^します。また、左右 
の表示領域の大きさや、左右画面の入れ替 
えなども、タスクバーに作成されるアイコ 
ンからマウスで操作できます。 



シネマモード 

-ユーザーが選択した動画のみ明るくしそ 
れな外を暗くすることで、動画を観やすく 
する目です。 


■ Exit :終了 

■ 移動 

■ t :他のサブメニューの選がに 

戻りまず 


⑩ 
































オンスクリーンディスプレイ ( OSD ) による選択と調整 


■■■ OSD による選択と調整の手順について説明します。前ページの表に示 
した各項目のメニュー名、アイコンは次の図のように表示されます。 



ゾニュー名 


MODE 



- exit :終了 

■ィ►:移動 

■ t :他の六ニューの®尺に戻ります 


ボタン 
の説明 


注意 

■ディスプレイ上に^される OSD メニューの 言語は、本 ユーザー ズガイドの表記と異なる 
ことがあります。 


か 

















































オンスクリーンディスプレイ （ OSD ) による選択と調整 



MODE 



各要素をユーザー自身が IS 整できる 
モードです。；<イン/ニューのカラ 
-モードを調節しまず。 


因 


田 


ムービー映像を見るのに最適なモードで 
す。 




田 


テキスト文章を読んだりするのに最適なモー 
ドです。 



画像 写真を見るのに最適なモードで 

す。 


sRGB 





画面を sRGB スタンダードに調整 
ずるモードでず。 


■ Exit :終了 

► :移動 

■ t :他の^ニューの»尺に戻り 

ます 


ゆ 





































































































.ー ティング 


サービスセンターに連絡する前に、次のことを確認してください。 


画像が表71^されない。 

•ディスプレイの電源コード 
力勝精されていますか。 

■電獻コードがコン七ントに正しく差し込まれてい 
るかどうか確認してください。 

• 雷原インジケーターが点灯 
していますか。 

-電源、ボタンを押してください。 

• 電源インジケーターが点灯 
していますか。 

■ディスプレイが節電モード 1 ぶっている場合(よ、 
マウスを動かずか、またはキーボードのいずれか 
のキーを押して面面を起動してください。 

■コンピューターの電源ぶ:オンにしてくださし、。 

• B® に"範囲超過"という 
メッセージが表示されてい 
ませんか。 

■この;^ ッ 七ージは、コンピューター(ビデオカー 
ド) から の信号がディスプレイの水平また(ま垂直 
の周ミ戯レンジを超えた場合に表示されます。本 
ユーザーズガイドの「仕様」 （27 〜 28 ページ ) を 
参照し、ディスプレイを設定し直してください。 

•画面に"チェックシグナル 
ケー式レ"と表示されてい 
ませんか。 

■この;^ッ七ージは、コンピューターとディスプレ 
イ間の信号ケーブルが接続されていなし、場合に表 
示されます。信号ケーブルが正しく婦されてい 
るかを確認して、もう一度試してください。 


画面に "OSD ロック" というメッセージが表不される。 

• MENU ボタンを押すと、 
" OSD □ック’’という;< 

ッ七ージが表示されまず 
か。 

- " OSD □ック"がかかっているとき(も不注意で 
各種醜を変更してしまわないよう、 MENU ボタ 
ンなどが操作できなし vfct 態1ぶっています。 

MENU ボタンを数秒間押けるとロックを解除 
でき、"□ック解除"というメッ七ージが表示さ 
れます。 


⑩ 










トラフ V レシユーテイング 


表示画像が正しくない （ 1) 

•画像の表示位置が正しく 
なし、。 

■AUTO ボタンを押して、表示画像を最適な設定 
に自動調整してください。調整がうまくいかな 
し順合は、オンスクリーンディスプレイ ( OSD ) に 
ある「水平位置」のアイコンや唾直位置」の 
アイコンを使用して、画像位置を調整します。 

•画面のバックグラウンド 
に垂直バーや垂直ストラ 
イプが表示される。 

- AUTO ボタンを押して、表示励象を最適な設定 
に自動調整してください。調整がうまくいかな 
い場合は、オンスクリーンディスプレイ ( OSD ) 
にある「廓皮数」アイコンを使用して、垂直バ 
-や垂直ストライプを小さくしまず。 

•画像や文字中に現れる水 
平ノイズカ領羊明に表示さ 
れない。 

- AUTO ボタンを押して、表示励象を最適な設定 
に自動調整してください。調整がうまくいかな 
い場合は、オンスクリーンディスプレイ ( OSD ) 
にある「フエーズ」アイコンを使用して、水平 
ノく一を小さくします。 

■コントロ ールパネルー画面一設定でディスプ 
レイが推奨されている解像度に設定され画面 
が適切に表示されていることを確認してくださ 
し、。色の言焼は、24ビット ( ThjeColor ) iy ± に 
してくださし、。 


重要 

■コント□-ルパネルー画面一設定で周波数と解像駄 《 変更されていないか確 
認してください。変更されている場合、ビデオカードを推奨されている解像度 
に設定し直してください。 

■ 觀されている解像度(最適な解像度)が選択されていないと、画面や文字がぼ 
やけたり、画面がちらついたり、歪んだりすることがあります。推奨されてい 
る解像度力耀択されていることを確認してください。 

■ 設定方法(もコンピューターや 0 S (オペレーティングシステム）によって異なる 
ことがありまず。また、推奨解像度はビデオカードによってはサポートされて 
いないことがあります。このような場合(よ、コンピューターまたはビデオカー 
ドの製造兄こお問い合わせく ださい。 


ゆ 










トラフ V レシユーテイング 


表示画像が正しくないに) 


• 画面の色が白黒または正 
常ではない。 

-信号ケーブルカ征しく接続され、しっかりとねじ 
で固定されているかどうか確認してください。 

-ビデオカードがス□ットに正しく装着されている 
か確認してください。 

■画面の設定で、色を24ビット ( TrueCblor 似上に 
設定してください。 

•画面が点滅ずる。 

■画面がインターレースモードに設定されているか 
どうか確認してください。その場合、推奨されて 
いる解像度に設定し直してください。 




寶がな纔 f 說 I 於即徵 a が - E 論 SE 

れていませんか。 


•ディスプレイのドライバ 
をインスト ー J レしていま 
すか。 

■付属のディスプレイドライバ CD (またはフ□ッピ 
-ディスク)からディスプレイのドライバをイン 
ス1^ールしてくださし、。 

また Web サイト http :// www . lg . com からドライ 
パをダウンロードすることもできます。 

-ビデオカードがプラグぶプレイ機能をサポートし 
てし、るか確認してください。 




音声機能が動作しない 


• 映傲よ正常だが音が出 
なし、。 

•音量がの」になっていない力觸認してください。 

-音声がミュートになって L 、ないか確認してください。 

- HDMI ケーブルが正しく臟されているか確!をして 
ください。 

•へッドホンケーブルが正しく接続されているか確認 
してください。 

•音声お式を確認してください。圧縮お式の音声でな 
いことを確認してください。 


画面のちらつき 


♦推奨のタイミングが設 
定されているか？ 

- HDMI 1 08 01 60/50比のタイミンダを使用する 
と、画面がちらつくことがあります。その場合は、 
タイミングを推奨モードの1080 P に設定してくだ 
さい。 


& 






















仕様 


IPS226V 


ディスプレイ 

日 4.6cm だ 1 .日インチ)フラッいみルアクティブマトリックスー TFT LCD 

Ant 诗 1 are コーティング 
表示可能対角線サイズ：日 4 .目 cm 

0.2 が X 0.248 mm (ドットピッチ） 

同期信号入力 

tK 平周波数 30 kHz - 83 kHz (自動） 

垂直周波数 アナログ，デジタル 56 Hz - 75 Hz (自動） 

HDMI : 56 Hz -61 Hz (自動） 

セパレート同期 
デジタル 

ビデオ入力 

信号入力 15ピン0-51出コネクタ 

DVI - D コネクタ（デジタル） 

19ピン HDMI コネクタ 

入力开雞、 アナログ （0.7 VpiQ /75 才ーム)、デジタル 、 HDMI 

解像度 

MAX VESA 1920 X 1080 @60 Hz 

推奨 VESA 1920 X 1080 @60 Hz 

プラグ&プレイ 

DDC 2 B (アナログデジタル， HDMI ) 

消'費電力 

オンモード : 3 5 W (標準値） 

スリープモード 含 0.5 W 
オフモード ^ 0.5 W 

外形寸法 

スタンドを含む ■ スタンドを含まず 

幅 51.48 cm (2 a 27 インチ） ■ 51 .48 cm (2027 インチ） 

富妄 祗說 cmpHJ た 安！ 3 32 むの(1 3 .〇 8 ィタ） 

奥 rr 23.00 cm ( 9.06 ノチ)\ 4.04 cm い. 59 インチ；) 

寶量 3.1 kg (7.01 ポンド） 

動作範囲 

傾斜角度 -5 - 1 日度※スタンド台使用時 

入力電源 

19 V 三 1.6 A 

AC - DC アダプター 

ADS ^ OSG -19-3 19032 G , SHENZHEN HONOR ELECTRONIC ^, 

或は仕様 LCAP 21 alien CHANG ELECTRON に EISTTERPRI 汪離 


環境条件 

作業条件 

温度 10で〜35で 

離 10 %〜80%(織吉露） 

保管氣牛 

温度 -20で〜60で 

湿度 5 %〜90%(織吉露） 

スタンド•ベース 

独立 

電源コード 

壁 コンセントタイプ 

ごち青 

■ 本ューザーズガイドの情漸ん予告なしに変更することがあります。 


⑩ 











仕様 


IPS236V 


ディスプレイ 

58.4 〇11口3.0 インチ)フラツトパネルアクティブマトリツクス ーTFT LCD 
Anti-qlare=i —ティング 
表示可能が角線サイズ： 58.4cm 

0.26 日 X 0.26 日 mm (ドットピッチ） 

同期信号入力 

7Wmm 30 kHz -83 kHz (自動） 

垂直獄臟 i アナ□ダ，デジタル: 56 Hz -75 Hz (自動） 

HDM 1:56 Hz - 61 Hz (自動） 

7^ mm セパレ-卜同期 

デジタル 

ビデオ入力 

信号入力 15ピン D - Sub コネクタ 

DVI - D コネクタ（デジタル） 

19ピン HDMI コネクタ 

入力形態 アナログ （0.7 Vp ~ p /75 才ーム)、デジタル HDMI 

解像度 

MAX VESA 1920 X 1080 @60 Hz 

推奨 VESA 1920 X 1080 @60 Hz 

プラグ&プレイ 

DDC 2 B (アナログデジタル， HDMI ) 

消'費電力 

オンモード : 36 W (標準値） 

スリープモード 含 0.5 W 
オフモード ^ 0.5 W 

外お寸法 

スタンドを含む 1 スタンドを含まず 

幅 54ぶ7 cm (21.60 イ タ）154ぶ7 cm (21.60 イ タ） 

高さ 42.19 cm ^ 6.61 イ タう 135.04 cm (13.80 インチ） 

奧巧 23.00 cm ( 9.06 インチ） ！ 3.90 cm (1.54 インチ） 

寶量 3.5 kg (7.71 ポンド） 

動作範囲 

傾斜角度 -5-1 日度※スタンド台使用時 

入力電源 

19 V 二 1.6 A 

AC-DC アダプター 

ADS 40 SG -19-3 19032 G , SHENZHEN HONOR ELECTRONIC ^, 

或は 仕様 LCAP 21 A，UEN CHANG ELECTRONIC EWERPRIS 權造 

環境条件 

作!^件 

温度 10で〜35で 

湿度 10 %〜80%( 瓣ち露） 

保豁件 

温度 -20で〜60で 

湿度 5 %^0 % (無結露） 

スタンド•ペース 

独立 

電源コード 

壁 コンセントタイプ 

ごち章 

■ 本ユーザーズガイドの情漸よ、予告なしに変更することがあります。 
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仕様 


PC 乂カプリ七ットモード（解像度) 

■ DSUB/DVI タイミング 


ディスプレイモード（解像度） 

水平周波数 (kHz) 

垂直周波数 (Hz) 

1 

720 X 400 

31 .468 

70 

2 

640 X 480 

31 .469 

60 

3 

640 X 480 

37.500 

75 

4 

800 X 600 

37.879 

60 

5 

800 X 600 

46.875 

75 

6 

1024x768 

48.363 

60 

7 

1024x768 

60.123 

75 

8 

1152x864 

67.500 

75 

9 

1280x1024 

63.981 

60 

10 

1280 X 1024 

79.976 

75 

11 

1680 X 1050 

65.290 

60 

*12 

1920x1080 

67.500 

60 




* モード:推奨モード 

■ HDMI タイミング、 



ディスプレイモード（解像度） 

水平周波数 (kHz) 

垂直周波数 (Hz) 

1 

480P 

31.50 

60 

2 

576P 

31.25 

50 

3 

720P 

37.50 

50 

4 

720P 

45.00 

60 

5 

108 Oi 

28.12 

50 

6 

108 Oi 

33.75 

60 

7 

108 OP 

56.25 

50 

8 

108 OP 

67.50 

60 


電源インジクーター 


モード 

LED 色 

オンモード 

青 

スリープモード 

青点滅 

オフモード 

オフ 


⑩ 











壁面取付プレートの設置 


本製品は、壁面取付プレートまたは交換デバイスの仕様に対応しています。 



2. ディスプレイをスタンド台から取り外ず場合、コインでねじを反時計方向に 
回します。 



3. スタンド台を手前に引いて取り外します。 



ゆ 































壁面取付プレートの設置 


5. 壁面取付プレートを設置します。 

① VESA 規格の長、短丸柱を組み立てます。 



VESA 規格の 
長丸柱 

VESA 規格 
の短丸柱 


VESA 規格の丸柱（リブ付）を 
背面の穴に合わせて入れます。 


②ネジで壁掛けプレートと組み立てる。 



⑩ 





































「安全に関するミ主意」をお読みの後、本製品 

後で参照できるよう、「ユーザズガイド （ CD )」 
はお手元に保管しておいてください。 

本製品のモデル番号とシリアル番号は、製品 
の背面または側面に記されています。サービ 
スご依頼時に必要な場合がありますので、こ 
の番号を下記に控えておいてください。 

モデル_ 

シリアル_ 


ENERGY Si.AR IS a set of power-saving 
guidelines issued by the U.S.Environmental 
Protection Agency(EPA). 

As an ENERGY STAR Partner LGE U. S. A,lnc. 
has determined that this product meets the 
ENERGY STAR guidelines for energy efficiency. 







